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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

上野地下歩行者専用道は、京成上野駅と都営地下鉄大江戸線上野御徒町駅コンコースを結ぶもので、当初の
計画では開削工事で施工する予定であったが、工期短縮並びに沿道対応における作業帯縮小の観点からシール
ド工法に変更された。ここでは、短距離シールドを実現させるための工夫や近接施工・低土被り対策について
報告する。 

２２２２．．．．工事概要工事概要工事概要工事概要        

（１）工事諸元 
1)工事名：上野地下歩行者専用道（単独部）建設一工区土木工事 
2)施工場所：東京都台東区上野 4丁目 4～8番地先 
3)工期：2006 年 7 月～2008 年 2 月 
4)工法：泥土圧式ｼｰﾙﾄﾞ工法 
5)線形：延長約 158m、平面；最小曲線 500mR、縦断勾配－2.83％ 
6)セグメント（外形）：複合円形断面、ＲＣ・ＳＳＰＣ 
 横 7480×高 6510×桁高 300mm 
7)土質：東京層第一粘土層、東京層第二砂質土層 
 

（２）工事の特徴 
1)複合円形断面シールドである 
2)発進部の土被りは、4.5ｍ程度と非常に浅い 
3)地下鉄銀座線との最小離隔は約 2.6ｍで近接
施工である。 

4)トンネル延長は約 158ｍと短い 
5)発進立坑は施工中の地下駐車場開削部を使
用する 

6)シールド到達は、地盤改良区間にマシン先端
を貫入させ、既存の大江戸線コンコースと接
続する。 

 
（３）工事工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３．．．．短距離短距離短距離短距離シールドシールドシールドシールドをををを成立成立成立成立させるためのさせるためのさせるためのさせるための工夫工夫工夫工夫    
都市部での地下歩行者道路や立体交差道路などの短い区間をシールド工法で施工するニーズは高まってい

るものの、一般に開削よりシールド工法の方がコスト高であるため、事業として成立しずらいことが多い。 
そこで今回、シールド工事を成立させるため表－１に示す方策をとった。 

土圧計 

伸縮ｶｯﾀｰ 

 キーワード 泥土圧シールド，複合円形，低土被り，短距離シールド，近接施工 

 連絡先 〒110-8614 東京都台東区東上野 3-19-6   ＴＥＬ03-3837-7109    

図－３ 土質概要図 

図－２ 平面図 

図－１ シールドマシン 

図－４ 工事工程表 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

シールドマシン製作 1 式

シールドマシン組立 1 式

シールド設備設置 1 式

掘進

発進準備 1 式

初期掘進 62 Ｒ

段取替え 1 式

本掘進 61 Ｒ

残置杭撤去 1 式

到達掘進 2 Ｒ

シールドマシン解体 1 式

坑内整備

斜材設置 104 箇所

インバート打設 1 式

坑内設備撤去 1 式

シールド設備撤去 1 式

名称 数量 単位
平成18年 平成19年 平成20年

地下鉄銀座線 

土圧変動抑制装置 

シールドトンネル 
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表－３ 土量計測方法の比較 注）土砂比重を 1.85 とした 

表－２ 地盤変状対策 

 

名称 内容 

シールドマシン 
他工事で使用したジャッキやカッターモータなどを転用し、製作費用を
低減した 

発 進 立 坑 
駐車場本体の空間を利用したため、発進立坑の構築費用を削減すること
ができた 

到 達 立 坑 
到達防護の地盤改良区間にシールドマシンを貫入させ、坑内から既設構
造物と接続させることによって到達立坑の構築費用を削減した 

防 音 設 備 
ほとんどのシールド設備を地下に設置することによって、地上に設置す
る防音設備費用を削減することができた。 

複 合 円 形 断面 
掘進断面を必要最低限の複合円形断面にすることによって掘削土量や
セグメント体積を低減することができた。 

４４４４．．．．低土被低土被低土被低土被りりりり対策対策対策対策・・・・近接施工近接施工近接施工近接施工    

（１）切羽圧管理 
切羽圧を細かく管理するために、写真-1 に

示す左右3個ずつ計6個の切羽土圧計を設置し
た。また、同時裏込注入口付近に土圧計を設け、
注入圧を直接計測できるようにした。 
今回、複合円形断面を掘削するために伸縮カ

ッターを採用しているが、その出代によってチ
ャンバー内の体積が変化し、切羽圧の変動を招
く。このため、伸縮カッターが伸びた時は土圧
変動抑制装置が縮んで、チャンバー内の体積を
ほぼ一定に保ち、切羽土圧が変動するのを防止
している。 
伸縮カッターと土圧変動抑制装置の容積差

を図-2 に示す。厳密には両者の容積差が残って
いるが、その割合はチャンバー体積に比して 0.04％程度となっている。 

（２）地盤変状対策 

名 称 項  目 内   容 

同時裏込注入の採用 
シールドマシン後端に注入口を設け、掘進と同時に裏込注入を実施
し、地表沈下を防止した。 

地山崩壊探査装置の
装 備 

シールドマシン前方に設置し、上部に空洞が発生していないか地山相
当の推力でジャッキを押出して探査した。 

シ ー ル ド 
マ シ ン 

注 入 口 の 設 置 
万一の場合に備えて、シールドマシン周囲に 2列に渡って注入用バル
ブ（26 個）を装備した。 

坑 内 噴 発
防 止 

圧送ポンプの採用 
圧送ポンプによる土砂輸送を採用することによって、排泥管を密閉状
態にし、坑内への噴発防止を図った。 

地 盤 改 良 十分な改良区間長 
ジェットグラウト（ＳＪＭ工法）２列による地盤改良に加えて薬液注
入を行い、シールドマシン全長+約２ｍの発進防護区間を造成した。 

（３）掘削土量管理 
3 種類の土量計測法によ

る測定値とトラックスケー
ルを真値とした場合の誤差
を表―３に示す。 
表－３の比較により、土量

を把握する方法としては、圧
送ポンプのポンピング回数に１回当りのポンピング容量を乗じて求めた土量が最も誤差が少ないといえる。 

（４）銀座線計測 
地下鉄銀座線の躯体は相対的には 1mm 程度しか変位しておらず、シールド掘進による影響はほとんどな

かった。 

名  称 算 出 方 法 誤 差 
ﾎﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ量 ﾎﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ回数（圧送）×容量 ＋２％ 
流 量 積 算 圧送流量計の積算値 －２４％

ｽｸﾘｭｰ排土量 ｽｸﾘｭｰ回転速度×1回転の排出容量×掘削時間 ＋１０％

図－２ ﾁｬﾝﾊﾞｰ内の容積変化 
図－５ チャンバー内の容積変化 

表－１ 短距離シールドを成立させるための方策 
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